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くじゃく荘などの今後
令和５年度決算認定
町へ意見を提出
アンケート調査結果
一般質問

QRコードから
議会ホームページに
アクセスできます。

タブの古木《天然記念物》
高さ約１５ｍ、幹まわり６.２mの古木であり、江戸時代、東彼宿を
起点にした平戸街道ばたに立ち、樹下に清冽な井戸水が湧いて旅
人に安息の樹陰を提供していた。大村鄕村記にも謳われている。

（町ＨＰから転記　　所在地：数石）

４名が登壇!

史跡・遺構巡り その６

１０項目
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　問
　
滞
納
が
多
い
税
の
種
類
は
何

か
。

答
　
町
民
税
お
よ
び
法
人
町
民
税

で
あ
る
。

問
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
、

登
録
者
数
は
減
少
し
て
い
る

が
、契
約
金
額
は
増
え
て
い
る
、

そ
の
理
由
は
。

答
　
賃
金
の
上
昇
に
よ
る
。

問
　
災
害
時
備
蓄
品
の
廃
棄
処
分

を
防
ぐ
取
り
組
み
は
。

答
　
使
用
期
限
を
ふ
ま
え
、
希
望

を
募
り
、自
治
会
へ
配
布
す
る
。

問
　
農
地
の
Ｂ
分
類
が
増
え
て
い

る
が
、
農
地
の
集
積
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

答
　
Ａ
、Ｂ
に
分
類
さ
れ
な
い
農

地
の
集
積
が
進
ん
で
い
る
。

問
　
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
取

り
こ
ぼ
し
な
く
対
応
は
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

一
般
会
計
決
算

反
対
討
論
　
辻
議
員

　
ダ
ム
事
業
か
ら
撤
退
す
べ
き
と

し
て
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
山
口
議
員
　

　
中
学
３
年
生
の
給
食
費
無
償
化

な
ど
、
子
育
て
支
援
、
社
会
福
祉
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
適
正
で
あ

り
、
か
つ
２
億
円
を
超
す
黒
字
決

算
で
あ
る
の
で
、
賛
成
す
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
特
別
会
計
決
算

反
対
討
論
　
辻
議
員

　
高
す
ぎ
る
保
険
料
が
、
低
年
金

世
帯
を
よ
り
貧
困
に
し
て
い
る
の

で
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
坂
中
議
員

　
本
町
の
決
算
認
定
を
審
議
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
制
度
の
可
否
を

審
議
す
る
も
の
で
は
な
い
。
各
種

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、適
正
な
執
行
で
あ
る
の
で
、

賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
　
増
山
議
員
　

　
国
民
健
康
保
険
料
は
抑
え
ら
れ

て
お
り
、
医
療
給
付
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
整
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

賛
成
す
る
。

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
特
別
会
計
決
算

反
対
討
論
　
辻
議
員

　
高
齢
者
だ
け
に
負
担
増
を
強
い

る
制
度
で
あ
る
の
で
、反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
堀
田
議
員
　

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
導
入
さ

れ
た
制
度
で
あ
り
、
決
算
は
適
切

に
処
理
さ
れ
て
お
り
、賛
成
す
る
。

介
護
保
険
事
業

　
　
　
特
別
会
計
決
算

反
対
討
論
　
辻
議
員

　
高
い
介
護
保
険
料
負
担
を
強
い

ら
れ
る
の
で
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
坂
中
議
員

　
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
介
護
保

険
料
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
適

切
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
賛
成
す

る
。採

決
　
一
般
会
計
決
算
ほ
か
３
件
は

討
論
の
あ
と
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
に
よ
り
認
定
し
ま
し
た
。

　
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計
決

算
ほ
か
２
件
は
、
討
論
は
な
く

全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
の
討
論(
要
旨)

・
採
決

令和５年度　決　　算　　額
一　　般　　会　　計

水道事業会計（収益的収入・支出）

下水道事業会計（収益的収入・支出）

７会計歳出合計

特別会計

国民健康保険事業

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険 事 業

観 光 施 設 事 業

６９億５２７０万円

１７億２０１２万円

２億１４２２万円

１３億７２４１万円

２億６３５２万円

３億　６３４万円

４億３２９９万円

１１２億６２３０万円

（内訳）

令和５年度 決算を認定
使いみちを慎重に審査しました。

７会計総額 １１２億６２３０万円

※下水道事業会計及び水道事業会計については、収益的支出及び資本的支出の合計額

決
算
審
査
特
別
委
員
会

で
の
主
な
質
疑

くじゃく荘・しおさいの湯・キャンプ場・
海水浴場の今後はどうなる?
くじゃく荘・しおさいの湯・キャンプ場・
海水浴場の今後はどうなる?
くじゃく荘・しおさいの湯・キャンプ場・
海水浴場の今後はどうなる?

公共施設等売却・譲渡先および運営権者・指定管理者の審議結果

今後も安心して利用できます！今後も安心して利用できます！
議案を慎重に審議議案を慎重に審議

大崎半島の更なる観光振興に期待!大崎半島の更なる観光振興に期待!

建物は
無償譲渡

建物は
無償譲渡

土地は
売却

土地は
売却 くじゃく荘

しおさいの湯

キャンプ場

海水浴場・
交流広場・
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水

水

水
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水
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道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道
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畑・山林・原野
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水

水

道

しおさいの湯用土地

くじゃく荘用土地

川棚町有財産譲渡区域図

　町民の皆様はもとより、永く多くの方々に親しまれた施設であるので、

指定管理者、新事業者に任せっきりではなく、今後公募条件、プレゼン

テーションの内容に沿って運営されているか、チェック体制を構築し、

町民のため、町発展のため、大崎観光の魅力を発信し、来町者増につな

がるよう、熱意をもって、令和 7 年度から新たな形で始まる大崎観光に

取り組まれることを期待する。

議会からの意見

９
　
月

定
例
会

◎公共の宿くじゃく荘・・

◎川棚大崎温泉
　　　　しおさいの湯・・　　　　　　　　　　　

◎川棚町大崎自然公園
　　　大崎キャンプ場・・
　　　　　　　　　

◎川棚大崎海水浴場・レクリェーション施設（交流広場・テニスコート）
　　　　　　　　　　・・

※くじゃく園・・公募に応募がなく、町が直営で管理。公募を検討中。

土地（売却）・建物（無償譲渡）
マルゼングループ協同組合および
　　　　丸善観光開発協同組合

　土地売却額　１億２千万円

土地（売却）・建物（無償譲渡）
マルゼングループ協同組合および
　　　　丸善観光開発協同組合

　土地売却額　１億４千万円

公共施設運営権：FUN  BASE  川棚（任意団体）

　管理運営期間
　　令和７年４月１日～令和１２年３月３１日　

指定管理者：株式会社　ジェイレック

　管理期間
　　令和７年４月１日～令和１０年３月３１日　

　指定管理料　年間９９８万円

◎公共の宿くじゃく荘・・

◎川棚大崎温泉
　　　　しおさいの湯・・　　　　　　　　　　　

◎川棚町大崎自然公園
　　　大崎キャンプ場・・
　　　　　　　　　

◎川棚大崎海水浴場・レクリェーション施設（交流広場・テニスコート）
　　　　　　　　　　・・

※くじゃく園・・公募に応募がなく、町が直営で管理。公募を検討中。

土地（売却）・建物（無償譲渡）
マルゼングループ協同組合および
　　　　丸善観光開発協同組合

　土地売却額　１億２千万円

土地（売却）・建物（無償譲渡）
マルゼングループ協同組合および
　　　　丸善観光開発協同組合

　土地売却額　１億４千万円

公共施設運営権：FUN  BASE  川棚（任意団体）

　管理運営期間
　　令和７年４月１日～令和１２年３月３１日　

指定管理者：株式会社　ジェイレック

　管理期間
　　令和７年４月１日～令和１０年３月３１日　

　指定管理料　年間９９８万円
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　問
　
滞
納
が
多
い
税
の
種
類
は
何

か
。

答
　
町
民
税
お
よ
び
法
人
町
民
税

で
あ
る
。

問
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
、

登
録
者
数
は
減
少
し
て
い
る

が
、契
約
金
額
は
増
え
て
い
る
、

そ
の
理
由
は
。

答
　
賃
金
の
上
昇
に
よ
る
。

問
　
災
害
時
備
蓄
品
の
廃
棄
処
分

を
防
ぐ
取
り
組
み
は
。

答
　
使
用
期
限
を
ふ
ま
え
、
希
望

を
募
り
、自
治
会
へ
配
布
す
る
。

問
　
農
地
の
Ｂ
分
類
が
増
え
て
い

る
が
、
農
地
の
集
積
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

答
　
Ａ
、Ｂ
に
分
類
さ
れ
な
い
農

地
の
集
積
が
進
ん
で
い
る
。

問
　
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
取

り
こ
ぼ
し
な
く
対
応
は
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

一
般
会
計
決
算

反
対
討
論
　
辻
議
員

　
ダ
ム
事
業
か
ら
撤
退
す
べ
き
と

し
て
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
山
口
議
員
　

　
中
学
３
年
生
の
給
食
費
無
償
化

な
ど
、
子
育
て
支
援
、
社
会
福
祉
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
適
正
で
あ

り
、
か
つ
２
億
円
を
超
す
黒
字
決

算
で
あ
る
の
で
、
賛
成
す
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
特
別
会
計
決
算

反
対
討
論
　
辻
議
員

　
高
す
ぎ
る
保
険
料
が
、
低
年
金

世
帯
を
よ
り
貧
困
に
し
て
い
る
の

で
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
坂
中
議
員

　
本
町
の
決
算
認
定
を
審
議
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
制
度
の
可
否
を

審
議
す
る
も
の
で
は
な
い
。
各
種

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、適
正
な
執
行
で
あ
る
の
で
、

賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
　
増
山
議
員
　

　
国
民
健
康
保
険
料
は
抑
え
ら
れ

て
お
り
、
医
療
給
付
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
整
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

賛
成
す
る
。

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
特
別
会
計
決
算

反
対
討
論
　
辻
議
員

　
高
齢
者
だ
け
に
負
担
増
を
強
い

る
制
度
で
あ
る
の
で
、反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
堀
田
議
員
　

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
導
入
さ

れ
た
制
度
で
あ
り
、
決
算
は
適
切

に
処
理
さ
れ
て
お
り
、賛
成
す
る
。

介
護
保
険
事
業

　
　
　
特
別
会
計
決
算

反
対
討
論
　
辻
議
員

　
高
い
介
護
保
険
料
負
担
を
強
い

ら
れ
る
の
で
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
坂
中
議
員

　
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
介
護
保

険
料
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
適

切
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
賛
成
す

る
。採

決
　
一
般
会
計
決
算
ほ
か
３
件
は

討
論
の
あ
と
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
に
よ
り
認
定
し
ま
し
た
。

　
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計
決

算
ほ
か
２
件
は
、
討
論
は
な
く

全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
の
討
論(

要
旨)

・
採
決

令和５年度　決　　算　　額
一　　般　　会　　計

水道事業会計（収益的収入・支出）

下水道事業会計（収益的収入・支出）

７会計歳出合計

特別会計

国民健康保険事業

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険 事 業

観 光 施 設 事 業

６９億５２７０万円

１７億２０１２万円

２億１４２２万円

１３億７２４１万円

２億６３５２万円

３億　６３４万円

４億３２９９万円

１１２億６２３０万円

（内訳）

令和５年度 決算を認定
使いみちを慎重に審査しました。

７会計総額 １１２億６２３０万円

※下水道事業会計及び水道事業会計については、収益的支出及び資本的支出の合計額

決
算
審
査
特
別
委
員
会

で
の
主
な
質
疑

くじゃく荘・しおさいの湯・キャンプ場・
海水浴場の今後はどうなる?
くじゃく荘・しおさいの湯・キャンプ場・
海水浴場の今後はどうなる?
くじゃく荘・しおさいの湯・キャンプ場・
海水浴場の今後はどうなる?

公共施設等売却・譲渡先および運営権者・指定管理者の審議結果

今後も安心して利用できます！今後も安心して利用できます！
議案を慎重に審議議案を慎重に審議

大崎半島の更なる観光振興に期待!大崎半島の更なる観光振興に期待!
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土地は
売却
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しおさいの湯

キャンプ場
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水

水

水

水

水

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

道

247

川棚町

その他
川棚町

その他
川棚町

川棚町

川棚町

その他
川棚町 その他

川棚町

川棚町

川棚町

川棚町

川棚町

その他
川棚町

川棚町

その他
川棚町

その他
川棚町

その他
川棚町

川棚町

その他
川棚町

その他
川棚町川棚町

その他
川棚町

川棚町

川棚町

川棚町

その他
川棚町

川棚町
その他
川棚町

川棚町

245

244

248-2

255

256

264

263

232-3
238-2

237

224

235

236-2 272

275

山林

山林

畑

畑

畑

畑

畑

畑

236-1

76

7886
山林

90
原野

221
畑

223
山林222

畑

217

89-2
畑

92
山林

川棚町外３名

71

220
畑

川棚町

91
その他
川棚町

川棚町

93
畑

15086.218㎡

232-1他10筆
畑・山林・原野

17707.551㎡

水

水

道

しおさいの湯用土地

くじゃく荘用土地

川棚町有財産譲渡区域図

　町民の皆様はもとより、永く多くの方々に親しまれた施設であるので、

指定管理者、新事業者に任せっきりではなく、今後公募条件、プレゼン

テーションの内容に沿って運営されているか、チェック体制を構築し、

町民のため、町発展のため、大崎観光の魅力を発信し、来町者増につな

がるよう、熱意をもって、令和 7 年度から新たな形で始まる大崎観光に

取り組まれることを期待する。

議会からの意見

９
　
月

定
例
会

◎公共の宿くじゃく荘・・

◎川棚大崎温泉
　　　　しおさいの湯・・　　　　　　　　　　　

◎川棚町大崎自然公園
　　　大崎キャンプ場・・
　　　　　　　　　

◎川棚大崎海水浴場・レクリェーション施設（交流広場・テニスコート）
　　　　　　　　　　・・

※くじゃく園・・公募に応募がなく、町が直営で管理。公募を検討中。

土地（売却）・建物（無償譲渡）
マルゼングループ協同組合および
　　　　丸善観光開発協同組合

　土地売却額　１億２千万円

土地（売却）・建物（無償譲渡）
マルゼングループ協同組合および
　　　　丸善観光開発協同組合

　土地売却額　１億４千万円

公共施設運営権：FUN  BASE  川棚（任意団体）

　管理運営期間
　　令和７年４月１日～令和１２年３月３１日　

指定管理者：株式会社　ジェイレック

　管理期間
　　令和７年４月１日～令和１０年３月３１日　

　指定管理料　年間９９８万円

◎公共の宿くじゃく荘・・

◎川棚大崎温泉
　　　　しおさいの湯・・　　　　　　　　　　　

◎川棚町大崎自然公園
　　　大崎キャンプ場・・
　　　　　　　　　

◎川棚大崎海水浴場・レクリェーション施設（交流広場・テニスコート）
　　　　　　　　　　・・

※くじゃく園・・公募に応募がなく、町が直営で管理。公募を検討中。

土地（売却）・建物（無償譲渡）
マルゼングループ協同組合および
　　　　丸善観光開発協同組合

　土地売却額　１億２千万円

土地（売却）・建物（無償譲渡）
マルゼングループ協同組合および
　　　　丸善観光開発協同組合

　土地売却額　１億４千万円

公共施設運営権：FUN  BASE  川棚（任意団体）

　管理運営期間
　　令和７年４月１日～令和１２年３月３１日　

指定管理者：株式会社　ジェイレック

　管理期間
　　令和７年４月１日～令和１０年３月３１日　

　指定管理料　年間９９８万円
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【
人
事
関
係
】

問
　
職
員
の
年
齢
構
成
は
、
30
歳
未
満
が
極

端
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
。

問
　
若
い
職
員
を
増
や
す
こ
と
は
、
今
後
の

課
題
と
考
え
て
い
る
。
職
員
採
用
の
募

集
は
か
け
て
い
る
も
の
の
、
応
募
が
少

な
い
。

【
災
害
対
策
費
】

問
　
災
害
時
備
蓄
品
は
毎
年
購
入
し
て
い
る

の
か
。

答
　
令
和
元
年
度
か
ら
毎
年
購
入
し
て
い

る
。
使
用
期
限
が
あ
る
も
の
は
期
限
前

に
希
望
を
と
っ
て
自
治
会
に
配
布
予
定

で
あ
る
。

　
　
５
年
度
に
は
簡
易
ベ
ッ
ド
20
台
と
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
８
台
を
配
備
し
た
。

問
　
河
川
カ
メ
ラ
を
４
台
設
置
し
て
い
る

が
、
災
害
時
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

開
で
き
な
い
か
。

答
　
以
前
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
関
係
で

公
開
し
て
い
な
か
っ

た
が
再
度
調
査
す
る
。

問
　
い
き
い
き
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
率

や
利
用
状
況
は
。

答
　
対
象
者
２
１
６
３
人
で
申
請
者
が
１
０

４
５
人
。
交
付
率
48
．31
％
、
利
用
率
は

56
．
15
％
で
あ
る
。

　【
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
】

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
84
．５
％

と
な
っ
て
い
る
が
、
他
市
町
に
比
べ
て

ど
う
か
。

答
　
令
和
６
年
３
月
末
現
在
の
交
付
は
１
万

１
３
６
９
枚
で
、
県
内
21
市
町
で
上
位
４

位
と
な
っ
て
い
る
。

　
全
国
平
均
は
74
％
で
あ
る
。

【
障
害
児
福
祉
事
業
費
】

問
　
支
給
対
象
者
が
１
０
６
人
か
ら
１
３
３

人
と
増
え
て
い
る
が
。

答
　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
数
が

増
加
し
て
い
る
。

　
　
本
当
に
支
援
が
必
要
な
人
を
取
り
こ
ぼ

さ
な
い
た
め
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

【
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
費
】

問
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
現
況

は
。

答
　
登
録
者
数
は
減
少
し
た
が
、
契
約
金
額

が
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
運
営
自
体
は

安
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

【
保
健
衛
生
総
務
費
】

問
　
献
血
状
況
で
達
成
率
が
下
が
っ
て
い
る

要
因
は
。

答
　
献
血
目
標
は
県
が
設
定
し
て
お
り
、
献

血
車
の
配
車
数
が
半
減
し
た
た
め
で
あ

る
。

【
健
康
増
進
費
】

問
　
若
年
者
検
診
で
受
診
人
員
は
増
加
し
て

い
る
。

　
　
病
院
へ
の
紹
介
率
は
20
％
を
超
え
て
い

る
が
、
対
策
は
。

答
　
全
年
齢
対
象
の
栄
養
講
話
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

平
日
の
昼
間

で
あ
る
た

め
、
若
年
者

が
受
講
し
や

す
い
時
間
帯

の
検
討
が
必

要
と
考
え
て

い
る
。

【
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
】

問
　
い
き
い
き
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
成
果
は
。

答
　
令
和
５
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
で
あ

り
、
現
在
の
登
録
者
数
は
月
曜
日
30
人
、

火
曜
日
25
人
で
あ
る
。

　
　「
今
ま
で
外
に
出
る
機
会
が
な
か
っ
た

が
、
参
加
し
て
皆
さ
ん
と
会
話
し
食
事

が
で
き
、

刺
激
が
あ

る
。
」
と

の
感
想
が

多
く
、
利

用
者
の
方

に
は
好
評

で
あ
る
。

【
税
務
総
務
費
】

問
　
滞
納
理
由
と
対
応
は
。

答
　
納
税
意
識
の
欠
如
が
多
く
、
生
活
費
で

精
一
杯
、
他
借
入
支
払
を
優
先
す
る
な

ど
、
生
活
改
善
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
対
応
と
し
て
は
、
督
促
状
発
送
と
電
話

督
促
等
で
、
訪
問
交
渉
は
費
用
対
効
果

の
面
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。

【
賦
課
徴
収
費
】

問
　
固
定
資
産
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
に
係
る

委
託
料
が
高
額
で
あ
る
が
、
補
助
金
の

活
用
は
。

答
　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

１
４
０
０
万
円
を
活
用
し
た
。

　
　
空
中
写
真
デ
ー
タ
や
地
理
情
報
を
搭
載

し
た※

統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
構
築
で
、

組
織
横
断
的
に
活
用
可
能
と
な
る
。
ま

た
罹
災
証
明
の
発
行
も
可
能
と
な
っ
た
。

【
寄
附
金
】

問
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は
伸
び
て
き
て

い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

答
　
従
来
の
寄
附
と
合
わ
せ
て
、
令
和
５
年

度
に
実
施
し
た
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
（
猫
の
不
妊
化
事

業
・
ホ
ッ
ケ
ー
イ
ベ
ン
ト
）
で
新
規
の
方

の
寄
附
が
増
加
し
た
。

【
企
画
費
】

問
　
事
務
事
業
評
価
で
縮
小
、
再
検
討
、
そ

の
他
の
内
容
は
。

答
　
縮
小
３
件
は
、
石
木
小
学
校
の
体
育
館

長
寿
命
化
工
事
、
投
票
用
紙
自
動
交
付

機
、
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー
の
発
電
機
で

あ
る
。

　
　
再
検
討
５
件
は
、
未
就
園
児
の
預
か
り

保
育
支
援
、
虚
空
藏
山
頂
案
内
板
、
中

央
公
民
館
ト
イ
レ
改
修
、
郷
土
史
の
デ

ジ
タ
ル
化
、
片
島
魚
雷
発
射
試
験
場
跡

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
　
そ
の
他
３
件
は
、
年
末
調
整
シ
ス
テ
ム

導
入
、
公
会
堂
の
空
調
シ
ス
テ
ム
改
修
、

川
棚
中
学
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
で
あ

る
。

ふたつの分科会 で徹底審査！！
決算審査は所管する課・室等からの説明を受け、慎重な審査を おこないました。

令和５年度 決算審査

第１分科会（総務厚生委員会）

総
　
　
　務
　
　
　課

税

　財

　政

　課

企
　画
　観
　光
　課

住
　民
　福
　祉
　課

長
　寿
　支
　援
　課

健
　康
　推
　進
　課

一
般
会
計

問問問 答

問答

問問 答答

問答

答答問問問問 答

答

問答

問答問答

答答

介
護
保
険
事
業

国
民
健
康
保
険
事
業

後
　期
　高
　齢
　者
　医
　療

特
別
会
計

統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
と
は

　
地
方
公
共
団
体
が
利
用
す
る
地
図
デ
ー

タ
の
う
ち
、複
数
の
部
局
が
利
用
す
る
デ
ー

タ（
例
え
ば
道
路
、街
区
、建
物
、河
川
な
ど
）

を
各
部
局
が
共
用
で
き
る
形
で
整
備
し
、

利
用
し
て
い
く
庁
内
横
断
的
な
シ
ス
テ
ム
。

特
記
事
項
な
し

河川監視カメラ

検 診 車

川棚町いきがいセンター

4
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【
人
事
関
係
】

問
　
職
員
の
年
齢
構
成
は
、
30
歳
未
満
が
極

端
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
。

問
　
若
い
職
員
を
増
や
す
こ
と
は
、
今
後
の

課
題
と
考
え
て
い
る
。
職
員
採
用
の
募

集
は
か
け
て
い
る
も
の
の
、
応
募
が
少

な
い
。

【
災
害
対
策
費
】

問
　
災
害
時
備
蓄
品
は
毎
年
購
入
し
て
い
る

の
か
。

答
　
令
和
元
年
度
か
ら
毎
年
購
入
し
て
い

る
。
使
用
期
限
が
あ
る
も
の
は
期
限
前

に
希
望
を
と
っ
て
自
治
会
に
配
布
予
定

で
あ
る
。

　
　
５
年
度
に
は
簡
易
ベ
ッ
ド
20
台
と
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
８
台
を
配
備
し
た
。

問
　
河
川
カ
メ
ラ
を
４
台
設
置
し
て
い
る

が
、
災
害
時
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

開
で
き
な
い
か
。

答
　
以
前
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
関
係
で

公
開
し
て
い
な
か
っ

た
が
再
度
調
査
す
る
。

問
　
い
き
い
き
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
率

や
利
用
状
況
は
。

答
　
対
象
者
２
１
６
３
人
で
申
請
者
が
１
０

４
５
人
。
交
付
率
48
．31
％
、
利
用
率
は

56
．
15
％
で
あ
る
。

　【
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
】

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
84
．５
％

と
な
っ
て
い
る
が
、
他
市
町
に
比
べ
て

ど
う
か
。

答
　
令
和
６
年
３
月
末
現
在
の
交
付
は
１
万

１
３
６
９
枚
で
、
県
内
21
市
町
で
上
位
４

位
と
な
っ
て
い
る
。

　
全
国
平
均
は
74
％
で
あ
る
。

【
障
害
児
福
祉
事
業
費
】

問
　
支
給
対
象
者
が
１
０
６
人
か
ら
１
３
３

人
と
増
え
て
い
る
が
。

答
　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
数
が

増
加
し
て
い
る
。

　
　
本
当
に
支
援
が
必
要
な
人
を
取
り
こ
ぼ

さ
な
い
た
め
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

【
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
費
】

問
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
現
況

は
。

答
　
登
録
者
数
は
減
少
し
た
が
、
契
約
金
額

が
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
運
営
自
体
は

安
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

【
保
健
衛
生
総
務
費
】

問
　
献
血
状
況
で
達
成
率
が
下
が
っ
て
い
る

要
因
は
。

答
　
献
血
目
標
は
県
が
設
定
し
て
お
り
、
献

血
車
の
配
車
数
が
半
減
し
た
た
め
で
あ

る
。

【
健
康
増
進
費
】

問
　
若
年
者
検
診
で
受
診
人
員
は
増
加
し
て

い
る
。

　
　
病
院
へ
の
紹
介
率
は
20
％
を
超
え
て
い

る
が
、
対
策
は
。

答
　
全
年
齢
対
象
の
栄
養
講
話
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

平
日
の
昼
間

で
あ
る
た

め
、
若
年
者

が
受
講
し
や

す
い
時
間
帯

の
検
討
が
必

要
と
考
え
て

い
る
。

【
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
】

問
　
い
き
い
き
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
成
果
は
。

答
　
令
和
５
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
で
あ

り
、
現
在
の
登
録
者
数
は
月
曜
日
30
人
、

火
曜
日
25
人
で
あ
る
。

　
　「
今
ま
で
外
に
出
る
機
会
が
な
か
っ
た

が
、
参
加
し
て
皆
さ
ん
と
会
話
し
食
事

が
で
き
、

刺
激
が
あ

る
。
」
と

の
感
想
が

多
く
、
利

用
者
の
方

に
は
好
評

で
あ
る
。

【
税
務
総
務
費
】

問
　
滞
納
理
由
と
対
応
は
。

答
　
納
税
意
識
の
欠
如
が
多
く
、
生
活
費
で

精
一
杯
、
他
借
入
支
払
を
優
先
す
る
な

ど
、
生
活
改
善
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
対
応
と
し
て
は
、
督
促
状
発
送
と
電
話

督
促
等
で
、
訪
問
交
渉
は
費
用
対
効
果

の
面
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。

【
賦
課
徴
収
費
】

問
　
固
定
資
産
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
に
係
る

委
託
料
が
高
額
で
あ
る
が
、
補
助
金
の

活
用
は
。

答
　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

１
４
０
０
万
円
を
活
用
し
た
。

　
　
空
中
写
真
デ
ー
タ
や
地
理
情
報
を
搭
載

し
た※

統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
構
築
で
、

組
織
横
断
的
に
活
用
可
能
と
な
る
。
ま

た
罹
災
証
明
の
発
行
も
可
能
と
な
っ
た
。

【
寄
附
金
】

問
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は
伸
び
て
き
て

い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

答
　
従
来
の
寄
附
と
合
わ
せ
て
、
令
和
５
年

度
に
実
施
し
た
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
（
猫
の
不
妊
化
事

業
・
ホ
ッ
ケ
ー
イ
ベ
ン
ト
）
で
新
規
の
方

の
寄
附
が
増
加
し
た
。

【
企
画
費
】

問
　
事
務
事
業
評
価
で
縮
小
、
再
検
討
、
そ

の
他
の
内
容
は
。

答
　
縮
小
３
件
は
、
石
木
小
学
校
の
体
育
館

長
寿
命
化
工
事
、
投
票
用
紙
自
動
交
付

機
、
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー
の
発
電
機
で

あ
る
。

　
　
再
検
討
５
件
は
、
未
就
園
児
の
預
か
り

保
育
支
援
、
虚
空
藏
山
頂
案
内
板
、
中

央
公
民
館
ト
イ
レ
改
修
、
郷
土
史
の
デ

ジ
タ
ル
化
、
片
島
魚
雷
発
射
試
験
場
跡

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
　
そ
の
他
３
件
は
、
年
末
調
整
シ
ス
テ
ム

導
入
、
公
会
堂
の
空
調
シ
ス
テ
ム
改
修
、

川
棚
中
学
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
で
あ

る
。

ふたつの分科会 で徹底審査！！
決算審査は所管する課・室等からの説明を受け、慎重な審査を おこないました。

令和５年度 決算審査

第１分科会（総務厚生委員会）

総
　
　
　務
　
　
　課

税

　財

　政

　課

企
　画
　観
　光
　課

住
　民
　福
　祉
　課

長
　寿
　支
　援
　課

健
　康
　推
　進
　課

一
般
会
計

問問問 答

問答

問問 答答

問答

答答問問問問 答

答

問答

問答問答

答答

介
護
保
険
事
業

国
民
健
康
保
険
事
業

後
　期
　高
　齢
　者
　医
　療

特
別
会
計

統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
と
は

　
地
方
公
共
団
体
が
利
用
す
る
地
図
デ
ー

タ
の
う
ち
、複
数
の
部
局
が
利
用
す
る
デ
ー

タ（
例
え
ば
道
路
、街
区
、建
物
、河
川
な
ど
）

を
各
部
局
が
共
用
で
き
る
形
で
整
備
し
、

利
用
し
て
い
く
庁
内
横
断
的
な
シ
ス
テ
ム
。

特
記
事
項
な
し

河川監視カメラ

検 診 車

川棚町いきがいセンター
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令和６年10月　かわたな町議会だより　No.1667 令和６年10月　かわたな町議会だより　No.166

【
農
業
委
員
会
】

問
　
農
地
利
用
状
況
で
、Ｂ
分
類
が
令
和
４

年
度
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
が
、
そ

の
要
因
は
。

答
　
所
有
者
及
び
耕
作
者
の
死
亡
や
高
齢
化

に
よ
り
、
未
相
続
の
農
地
が
増
加
し
た
。

中
山
間
地
が
多
く
、
保
全
管
理
が
難
し
い

農
地
が
増
え
た
。

【
農
業
振
興
費
】

問
　
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
の

捕
獲
頭
数
が
減
少
し
て
い
る
が
。

答
　
イ
ノ
シ
シ
が
箱
ワ
ナ
に
入
ら
な
く
な
っ

た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
箱
ワ
ナ

へ
の
妨
害
行
為
も
あ
り
器
物
損
壊
で
警
察

と
も
連
携
し
て
い
る
。
　

【
水
産
業
振
興
費
】

問
　
稚
ナ
マ
コ
の
放
流
場
所
と
放
流
数
は
。

答
　
10
万
尾
を
惣
津
、
三
越
、
白
石
、
平
島

の
沖
合
に
放
流
し
た
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
費
】

問
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
事
業
と
は
。

答
　
感
染
症
対
策
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
推
進
す
る
た
め
、P

a
yP
a
y

対

応
事
業
者
に
委
託
し
て
１
２
３
９
万
円
相

当
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
た
。
経
済
効
果

は
約
１
億
円
と
み
て
い
る
。
　

【
道
路
新
設
改
良
費
】

問
　
町
道
中
倉
線
改
良
工
事
物
件
等
の
再
算

定
業
務
と
は
。

答
　
川
棚
医
療
セ

ン
タ
ー
前
の
交

差
点
改
良
工
事

に
伴
う
物
件
補

償
の
算
定
が
、

年
数
経
過
に
よ

り
現
状
に
合
わ

な
く
な
っ
た
た

め
、
再
算
定
し

た
。

問
　
知
事
へ
「
石
木
ダ
ム
建
設
の
話
し
合
い

に
よ
る
早
期
解
決
と
地
域
振
興
策
の
要
望

書
」
を
提
出
し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容

は
。

答
　
地
域
振
興
策
に
つ
い
て
は
、
水
源
地
域

で
あ
る
木
場
地
区
、
石
木
地
区
、
岩
屋
郷

会
か
ら
の
要
望
を
十
分
に
聴
き
、
対
応
し

て
欲
し
い
と
要
望
し
た
。

【
教
育
総
務
費
】

問
　
不
登
校
児
童
生
徒
の
将
来
の
社
会
的
自

立
に
向
け
た
支
援
を
す
る
た
め
の
未
来
へ

つ
な
ぐ
「
確
か
な
一
歩
」
推
進
事
業
と
は
。

答
　
ス
ポ
ー
ツ
団
体
サ
ポ
ー
タ
ー
体
験
（
Ｖ
・

フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
選
手
と
ス
タ
ジ
ア
ム

清
掃
）
と
、
ア
ニ
マ

ル
ト
レ
ー
ナ
ー
体
験

（
保
護
猫
カ
フ
ェ
で

猫
の
世
話
）を
実
施
。

児
童
生
徒
が
４
名
参

加
し
た
。

問
　
不
登
校
児
童
生
徒
の
実
態
と
対
策
は
。

　
　
ま
た
、
中
学
卒
業
後
の
進
路
は
。

答
　
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
37
名
で
あ
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
相
談

件
数
は
年
間
全
対
応
件
数
１
２
４
件
で
、

そ
の
う
ち
不
登
校
へ
の
対
応
は
27
件
で

あ
っ
た
。

　
　
進
学
し
た
と
把
握
し
て
い
る
。

【
学
校
給
食
共
同
調
理
場
費
】

問
　
感
染
症
対
策
事
業
費
（
給
食
費
補
助
）

の
内
容
は
。

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事

業
費
に
よ
り
、
令
和
５
年
10
月
か
ら
令
和

６
年
３
月
ま
で
小
中
学
校
全
児
童
生
徒
を

対
象
に
給
食
費
の
全
額
補
助
を
お
こ
な
っ

た
。

　
　
特
記
事
項
な
し

問
　
未
接
続
世
帯
が
１
２
９
７
世
帯
あ
る

が
、
実
態
と
対
応
は
。

答
　
現
在
整
備
中
の
惣
津
地
区
を
含
め
、
下

水
道
整
備
区
域
全
体
で
の
世
帯
数
で
あ

る
。
高
齢
者
世
帯
な
ど
接
続
が
厳
し
い
世

帯
も
あ
る
。

　
　
特
記
事
項
な
し

決算審査は所管する課・室等からの説明を受け、現 地調査をおこなうなど、慎重な審査をおこないました。

第２分科会（産業 建設文教委員会）

問答

問答

問問 答答

問答

問問 答答

問答

問答

問答

農
　林
　水
　産
　課

建
　
　
　設
　
　
　課

ダ
　ム
　対
　策
　室

下
　水
　道
　事
　業

観
光
施
設
事
業

水
　
　道
　
　事
　
　業

企
　画
　観
　光
　課

教
　育
　委
　員
　会

一
般
会
計

白
石
漁
港

惣
津
漁
港

現地調査の様子

基幹農道下白大橋 大崎自然公園交流広場

保護猫カフェ

特
別
・
企
業
会
計

長崎川棚医療センター入口付近惣津地区下水道工事
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【
農
業
委
員
会
】

問
　
農
地
利
用
状
況
で
、Ｂ
分
類
が
令
和
４

年
度
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
が
、
そ

の
要
因
は
。

答
　
所
有
者
及
び
耕
作
者
の
死
亡
や
高
齢
化

に
よ
り
、
未
相
続
の
農
地
が
増
加
し
た
。

中
山
間
地
が
多
く
、
保
全
管
理
が
難
し
い

農
地
が
増
え
た
。

【
農
業
振
興
費
】

問
　
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
の

捕
獲
頭
数
が
減
少
し
て
い
る
が
。

答
　
イ
ノ
シ
シ
が
箱
ワ
ナ
に
入
ら
な
く
な
っ

た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
箱
ワ
ナ

へ
の
妨
害
行
為
も
あ
り
器
物
損
壊
で
警
察

と
も
連
携
し
て
い
る
。
　

【
水
産
業
振
興
費
】

問
　
稚
ナ
マ
コ
の
放
流
場
所
と
放
流
数
は
。

答
　
10
万
尾
を
惣
津
、
三
越
、
白
石
、
平
島

の
沖
合
に
放
流
し
た
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
費
】

問
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
事
業
と
は
。

答
　
感
染
症
対
策
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
推
進
す
る
た
め
、P

a
yP
a
y

対

応
事
業
者
に
委
託
し
て
１
２
３
９
万
円
相

当
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
た
。
経
済
効
果

は
約
１
億
円
と
み
て
い
る
。
　

【
道
路
新
設
改
良
費
】

問
　
町
道
中
倉
線
改
良
工
事
物
件
等
の
再
算

定
業
務
と
は
。

答
　
川
棚
医
療
セ

ン
タ
ー
前
の
交

差
点
改
良
工
事

に
伴
う
物
件
補

償
の
算
定
が
、

年
数
経
過
に
よ

り
現
状
に
合
わ

な
く
な
っ
た
た

め
、
再
算
定
し

た
。

問
　
知
事
へ
「
石
木
ダ
ム
建
設
の
話
し
合
い

に
よ
る
早
期
解
決
と
地
域
振
興
策
の
要
望

書
」
を
提
出
し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容

は
。

答
　
地
域
振
興
策
に
つ
い
て
は
、
水
源
地
域

で
あ
る
木
場
地
区
、
石
木
地
区
、
岩
屋
郷

会
か
ら
の
要
望
を
十
分
に
聴
き
、
対
応
し

て
欲
し
い
と
要
望
し
た
。

【
教
育
総
務
費
】

問
　
不
登
校
児
童
生
徒
の
将
来
の
社
会
的
自

立
に
向
け
た
支
援
を
す
る
た
め
の
未
来
へ

つ
な
ぐ
「
確
か
な
一
歩
」
推
進
事
業
と
は
。

答
　
ス
ポ
ー
ツ
団
体
サ
ポ
ー
タ
ー
体
験
（
Ｖ
・

フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
選
手
と
ス
タ
ジ
ア
ム

清
掃
）
と
、
ア
ニ
マ

ル
ト
レ
ー
ナ
ー
体
験

（
保
護
猫
カ
フ
ェ
で

猫
の
世
話
）を
実
施
。

児
童
生
徒
が
４
名
参

加
し
た
。

問
　
不
登
校
児
童
生
徒
の
実
態
と
対
策
は
。

　
　
ま
た
、
中
学
卒
業
後
の
進
路
は
。

答
　
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
37
名
で
あ
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
相
談

件
数
は
年
間
全
対
応
件
数
１
２
４
件
で
、

そ
の
う
ち
不
登
校
へ
の
対
応
は
27
件
で

あ
っ
た
。

　
　
進
学
し
た
と
把
握
し
て
い
る
。

【
学
校
給
食
共
同
調
理
場
費
】

問
　
感
染
症
対
策
事
業
費
（
給
食
費
補
助
）

の
内
容
は
。

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事

業
費
に
よ
り
、
令
和
５
年
10
月
か
ら
令
和

６
年
３
月
ま
で
小
中
学
校
全
児
童
生
徒
を

対
象
に
給
食
費
の
全
額
補
助
を
お
こ
な
っ

た
。

　
　
特
記
事
項
な
し

問
　
未
接
続
世
帯
が
１
２
９
７
世
帯
あ
る

が
、
実
態
と
対
応
は
。

答
　
現
在
整
備
中
の
惣
津
地
区
を
含
め
、
下

水
道
整
備
区
域
全
体
で
の
世
帯
数
で
あ

る
。
高
齢
者
世
帯
な
ど
接
続
が
厳
し
い
世

帯
も
あ
る
。

　
　
特
記
事
項
な
し

決算審査は所管する課・室等からの説明を受け、現 地調査をおこなうなど、慎重な審査をおこないました。

第２分科会（産業 建設文教委員会）

問答

問答

問問 答答

問答

問問 答答

問答

問答

問答

農
　林
　水
　産
　課

建
　
　
　設
　
　
　課

ダ
　ム
　対
　策
　室

下
　水
　道
　事
　業

観
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事
業

水
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　業

企
　画
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　課

教
　育
　委
　員
　会

一
般
会
計

白
石
漁
港

惣
津
漁
港

現地調査の様子

基幹農道下白大橋 大崎自然公園交流広場

保護猫カフェ

特
別
・
企
業
会
計

長崎川棚医療センター入口付近惣津地区下水道工事
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議会から町へ、10項目の意見を提出！（要旨）議会から町へ、10項目の意見を提出！（要旨）
ふるさと応援寄付金 マイナンバーカード

農地の有効活用 基幹農道等の早期完成

石木ダム

各種公共工事

地区要望環境整備

災害時備蓄品

体力向上・交流

介護予防事業

順調に伸びてきており、地元

業者との連携を密にし、さら

なる展開を期待する。

農地の集積活動等に努め、荒

廃農地が増加しないよう努め

られたい。

「話し合いによる早期解決」

に努力されたい。

全国平均を上回っての普及と

なっており、行政サービスで

のさらなる活用を検討された

い。

基幹農道川棚西部地区、町道

上組西部線、百津地区緑地工

事については、着工後年数が

経過している。早期完工に努

められたい。

地元関係企業を

最大限活用されたい。

災害備蓄品の更新については、使用期限を

ふまえ、子ども食堂

やボランティア団体

等での活用を図られ

たい。

利用者の評価も高く成果が出

てきている。

今後も継続した事業の推進に

期待する。

地区からの環境整備要望

については、今後も誠意

をもって対応されたい。

体力向上や活動を通じての
相互交流を目的として、各
種スポーツ事業・レク
リェーション活動が開催さ

れているが、参加者が少なく活気が感じら
れない。多くの町民が参加できるような各
種スポーツ事業等のイベントを開催し、活
力あるまちづくりに努められたい。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

◎
監
査
委
員
の
選
任

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

人
事
案
件

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

全
会
一
致
で
適
任
と
認
め
ま
し
た
。

水落 雅美 氏堀池 靖彦 氏松尾 正道 氏山中 美由紀 氏吉田 久美子 氏

  

令
和
６
年
度
川
棚
町
補
正
予
算
等

  

専
決
処
分
の
報
告

◎
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
件
（
３
件
）

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
・
３
回
）

損
害
賠
償
額
に
係
る
補
償
金

  

補
正
予
算

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
回
〜
６
回
）

　
・
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
事
業
実
証
実
験
の

　
　
実
施
に
伴
う
経
費

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
（
第
２
回
）

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
（
第
１
回
）

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
（
第
１
回
）

◎
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　
・
大
崎
温
泉
改
良
費
の
増

　
・
く
じ
ゃ
く
荘
改
良
費
の
増

  

条
例
の
一
部
改
正

◎
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

  

請
　
　
願

件
名
　「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃
止

　
を
求
め
る
請
願
書
」

請
願
者
　
東
彼
民
主
商
工
会

　
事
務
局
長
　
杤
原
　
明
浩
　
氏

紹
介
議
員
　
　
炭
谷
　
猛
　
議
員

賛
成
討
論
　
辻
議
員

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
登
録
す
れ
ば
、
赤
字

で
も
消
費
税
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃
止
に
、賛
成
す
る
。

反
対
討
論
　
小
牟
田
議
員

　
消
費
税
は
、
社
会
保
障
の
財
源
を
確
保
す

る
手
段
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

税
の
公
平
中
立
を
保
ち
、
社
会
全
体
で
支
え

る
制
度
と
し
て
必
要
と
考
え
る
の
で
、
反
対

す
る
。

反
対
討
論
　
増
山
議
員

　
請
願
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
数
値
の
具
体

的
根
拠
が
示
さ
れ
な
い
他
、
消
費
税
を
価
格

に
転
嫁
で
き
な
い
事
業
者
の
説
明
が
不
明
確

で
あ
っ
た
。
更
に
、
廃
止
し
た
場
合
の
社
会

福
祉
へ
の
影
響
も
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
税

の
公
平
性
は
確
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
で

反
対
す
る
。

採
　
決
　
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択
と
す
べ

　
き
も
の
と
決
定

　
委
員
会
視
察
調
査

　
委
員
会
で
調
査
の
目
的
に
沿
っ

て
視
察
調
査
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

◎
産
業
建
設
文
教
委
員
会

　
期
日
　
令
和
６
年
７
月
23
日
・

　
　
　
　
24
日

　
場
所
　
熊
本
県
阿
蘇
市
、

　
　
　
　
産
山
村

　
内
容
　
観
光
施
設
の
指
定
管
理

　
　
　
　
の
公
募
等
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

　
委
員
会
調
査
報
告

　
委
員
会
で
閉
会
中
に
調
査
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

◎
総
務
厚
生
委
員
会

　
期
日
　
令
和
６
年
５
月
20
日
〜

　
　
　
　
９
月
19
日

　
場
所
　
第
１
委
員
会
室
（
説
明

　
　
　
　
及
び
意
見
交
換
）

　
内
容
　
入
札
制
度
に
つ
い
て
　

、
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議会の議員定数と報酬等に関するアンケート調査結果概要
【実施期間】令和６年８月５日（月）～２５日（日）回答者数】９９９人

【回答年代】 議員定数（現在14人）について

735
73.6%

151
15.1％

105
10.5% 増員すべき

現状維持がよい

削減すべき

わからない

217
21.7%

432
43.3%

245
24.5%

105
10.5% 増額してよい

現状維持でよい

減額すべき

わからない

8（0.8％）

詳細はこちら

議員定数や報酬について、アンケー
ト結果を参考に他町の状況なども調
査しながら検討を重ねます。

・傍聴し議員の質問に対しての行政からの答弁

を興味深く聴くことができた。

・表紙は「史跡・遺構巡り」を掲載しているが、

もっと親しみやすい表紙にしてはどうか。

・中学生でも読めるような内容ではないと思う。

文字の強弱、タイトルのつけ方やレイアウト

などに工夫が必要と思う。

・傍聴は高齢者が多く、若い世代も議会を傍聴

して町行政に興味をもってもらいたい。

・フォントや文字の大きさは見やすいが、難し

い文字が並び読む意欲がなくなる。

・具体的な補足があった方が分かりやすいので、

ＱＲコードでカバーされてはどうか。

○議会だより編集特別委員会から
　　ご意見やご感想を参考にして、より親しまれる「議会だより」を目指していきます。

1　2　3　4　5　6　7　8　9 10 11 12 13
審
議
の
結
果

議席
番号

承認

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

不採択

認定

認定

可決

同意

諮問

補正

予算

条例

協定

契約

請願

決算

その他

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

議
員
氏
名

小
谷
龍
一
郎

山
中
美
由
紀

小
田
　
成
実

田
口
　
一
信

堀
池
　
　
浩

小
牟
田
一
紀

毛
利
　
喜
信

辻
　
　
清
人

炭
谷
　
　
猛

坂
中
　
信
浩

山
口
　
　
隆

増
山
　
真
理

堀
田
　
一
德

賛 否 表
９月定例会

○は賛成　●は反対　×は欠席　ーは除斥

川棚町教育委員会委員の任命について同意を求める件（１名）

川棚町監査委員の選任について同意を求める件（１名）

人権擁護委員候補者の推薦に関する件（3名）

令和６年度川棚町一般会計補正予算（第４回）ほか４件

令和６年度川棚町一般会計補正予算（第５回）ほか１件

令和６年度川棚町一般会計補正予算（第６回）ほか１件

公の施設の指定管理者の指定の件（川棚大崎自然公園）

公の施設の公共施設等運営権の設定の件（川棚町大崎自然公園）

町有財産の処分及び無償譲渡について（川棚町大崎温泉施設）

消費税インボイス制度の廃止を求める請願書

令和５年度川棚町一般会計決算認定　ほか３件

令和５年度川棚町観光協会施設事業特別会計決算認定　ほか２件

和解及び損害賠償の額の決定の件

川棚町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例ほか１件

町有財産の処分及び無償譲渡について（川棚町大崎保養・宿泊施設）

４名が登壇 !
町長の考えを問う!一般質問

9月定例会の一般質問は
11日（火）におこないました。

一般質問
とは…

町政全般の諸課題について、
本会議で町長等に質問する
ものです。

1

2

3

4

小　田　成　実

堀　池　　　浩

田　口　一　信

辻　　　清　人

議員（P.12）
町補助事業補助金交付手続きの簡素化を

議員（P.13）
城山公園のトイレ改築を
帯状疱疹ワクチン接種費用の助成を

議員（P.14）
石木ダム建設の早期解決を

議員（P.15）
石木ダムについて
保育料の無償化について
地域防災について

○

○

○

○

○

○

○

　

※議長は採決に加わりません

川棚町の議員報酬
（月額22万8千円）について

7
31

107
203

235
226

159
31

20歳未満
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代

80歳以上

・

・

・

・

・

・
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議会の議員定数と報酬等に関するアンケート調査結果概要
【実施期間】令和６年８月５日（月）～２５日（日）回答者数】９９９人

【回答年代】 議員定数（現在14人）について

735
73.6%

151
15.1％

105
10.5% 増員すべき

現状維持がよい

削減すべき

わからない

217
21.7%

432
43.3%

245
24.5%

105
10.5% 増額してよい

現状維持でよい

減額すべき

わからない

8（0.8％）

詳細はこちら

議員定数や報酬について、アンケー
ト結果を参考に他町の状況なども調
査しながら検討を重ねます。

・傍聴し議員の質問に対しての行政からの答弁

を興味深く聴くことができた。

・表紙は「史跡・遺構巡り」を掲載しているが、

もっと親しみやすい表紙にしてはどうか。

・中学生でも読めるような内容ではないと思う。

文字の強弱、タイトルのつけ方やレイアウト

などに工夫が必要と思う。

・傍聴は高齢者が多く、若い世代も議会を傍聴

して町行政に興味をもってもらいたい。

・フォントや文字の大きさは見やすいが、難し

い文字が並び読む意欲がなくなる。

・具体的な補足があった方が分かりやすいので、

ＱＲコードでカバーされてはどうか。

○議会だより編集特別委員会から
　　ご意見やご感想を参考にして、より親しまれる「議会だより」を目指していきます。

1　2　3　4　5　6　7　8　9 10 11 12 13
審
議
の
結
果

議席
番号

承認

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

不採択

認定

認定

可決

同意

諮問

補正

予算

条例

協定

契約

請願

決算

その他

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

議
員
氏
名

小
谷
龍
一
郎

山
中
美
由
紀

小
田
　
成
実

田
口
　
一
信

堀
池
　
　
浩

小
牟
田
一
紀

毛
利
　
喜
信

辻
　
　
清
人

炭
谷
　
　
猛

坂
中
　
信
浩

山
口
　
　
隆

増
山
　
真
理

堀
田
　
一
德

賛 否 表
９月定例会

○は賛成　●は反対　×は欠席　ーは除斥

川棚町教育委員会委員の任命について同意を求める件（１名）

川棚町監査委員の選任について同意を求める件（１名）

人権擁護委員候補者の推薦に関する件（3名）

令和６年度川棚町一般会計補正予算（第４回）ほか４件

令和６年度川棚町一般会計補正予算（第５回）ほか１件

令和６年度川棚町一般会計補正予算（第６回）ほか１件

公の施設の指定管理者の指定の件（川棚大崎自然公園）

公の施設の公共施設等運営権の設定の件（川棚町大崎自然公園）

町有財産の処分及び無償譲渡について（川棚町大崎温泉施設）

消費税インボイス制度の廃止を求める請願書

令和５年度川棚町一般会計決算認定　ほか３件

令和５年度川棚町観光協会施設事業特別会計決算認定　ほか２件

和解及び損害賠償の額の決定の件

川棚町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例ほか１件

町有財産の処分及び無償譲渡について（川棚町大崎保養・宿泊施設）

４名が登壇 !
町長の考えを問う!一般質問

9月定例会の一般質問は
11日（火）におこないました。

一般質問
とは…

町政全般の諸課題について、
本会議で町長等に質問する
ものです。

1

2

3

4

小　田　成　実

堀　池　　　浩

田　口　一　信

辻　　　清　人

議員（P.12）
町補助事業補助金交付手続きの簡素化を

議員（P.13）
城山公園のトイレ改築を
帯状疱疹ワクチン接種費用の助成を

議員（P.14）
石木ダム建設の早期解決を

議員（P.15）
石木ダムについて
保育料の無償化について
地域防災について

○

○

○

○

○

○

○

　

※議長は採決に加わりません

川棚町の議員報酬
（月額22万8千円）について

7
31

107
203

235
226

159
31

20歳未満
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代

80歳以上

・

・

・

・

・

・
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は
、
補
助
要
望
に
予
算
が
付

い
た
こ
と
を
通
知
す
る
書
面

が
自
治
会
長
に
届
き
次
第
、

業
者
へ
発
注
可
能
と
し
、
工

事
完
了
後
は
、
補
助
金
交
付

申
請
書
や
、
請
求
書
、
見
積

書
、
工
事
着
工
前
後
の
現
場

写
真
、
領
収
書
の
写
し
を
一

度
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
自
治
会
口
座
に
振
り

込
み
と
す
る
。

小
田
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
電
子
申
請

は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
今
年
度
、
調
査
し

今
後
電
子
決
済
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
防
犯
灯
に
つ
い

て
は
今
後
、
電
子
申
請
の
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

小
田
　
工
事
代
金
を
町
か
ら
直

接
工
事
業
者
へ
支
払
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

町
長
　
防
犯
灯
の
工
事
は
、
自

治
会
と
事
業
者
の
契
約
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
事
業
者

は
町
に
対
す
る
債
権
を
有
し

て
い
な
い
。
町
に
対
す
る
債

小
田
　
こ
の
様
に
、
手
続
き
が

煩
雑
で
、
自
治
会
長
の
負
担

が
大
き
い
。
紙
面
に
よ
る
や

り
取
り
を
簡
素
化
で
き
な
い

か
。

町
長
　
川
棚
町
補
助
金
等
規
則

第
21
条
の
規
定
に
よ
り
、
交

付
決
定
通
知
書
や
実
績
報
告

書
を
省
略
で
き
る
事
業
も
あ

る
が
、
川
棚
町
防
犯
灯
設
置

事
業
補
助
金
は
、
現
在
こ
の

要
件
に
該
当
し
な
い
。
　

　
　
し
か
し
自
治
会
長
の
負
担

の
軽
減
は
、
は
か
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
一
方
、
補
助
金

等
は
町
民
の
皆
様
か
ら
お
預

か
り
し
た
税
金
が
財
源
と
し

て
含
ま
れ
て
お
り
、
公
金
の

適
切
な
支
出
の
観
点
か
ら
、

そ
の
目
的
や
使
途
が
適
正
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
書
類

も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
補
助
金
等
交
付
規
則
第

21
条
が
適
用
で
き
る
よ
う
要

綱
を
見
直
す
。

小
田
　
ど
の
よ
う
に
簡
素
化
す

る
の
か
。

総
務
課
長
　
防
犯
灯
に
つ
い
て

町
補
助
事
業
補
助
金

　
　
交
付
手
続
き
の
流
れ

 

《
防
犯
灯
設
置
の
場
合
》

　
　
　
　
前
年
11
月
ま
で
に

① 

設
置
補
助
要
望
書
提
出

　
　
← 

認
定
を
受
け
る

② 

防
犯
灯
設
置
事
業
補
助
金

　
　
　
　 

交
付
申
請
書
提
出

　
　
　 ※

添
付
資
料

　
　
　 

◎
設
置
位
置
図

　
　
← 

◎
見
積
書

③ 
防
犯
灯
設
置
事
業
補
助
金

　
　
←
　 
交
付
決
定
通
知
書

④ 

設
置
工
事

　
　
←

⑤ 

請
求
書

　
　
　 

◎
自
治
会
が
業
者
に

　
　
←
　 

　
一
旦
支
払
う

⑥ 

防
犯
灯
設
置
事
業
補
助
金

　
　
　
　 

実
績
報
告
書
提
出

　
　
　 ※

添
付
資
料

　
　
　 

◎
着
工
前
後
完
了
写
真

　
　
← 

◎
領
収
書
の
写
し

⑦ 

防
犯
灯
設
置
事
業
補
助
金

　
　
　
　 

交
付
決
定
通
知
書

　
　
←

⑧ 

防
犯
灯
設
置
事
業
補
助
金

　
　
　
　 

交
付
請
求
書
提
出

　
　
←

⑨ 

事
業
補
助
金
が
自
治
会

　 

　
口
座
へ
振
り
込
ま
れ
る

権
者
は
、
自
治
会
で
あ
り
、

債
権
者
以
外
へ
の
支
払
い
は

で
き
な
い
。

小
田
　
年
次
計
画
を
立
て
、
町

内
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
自
治
会
に
は
防
犯
灯
が

多
く
あ
り
、
年
次
計
画
で
お

こ
な
う
と
、
短
期
間
に
多
額

の
財
政
負
担
を
伴
う
こ
と
に

な
る
の
で
、
防
犯
灯
の
新
設

時
、
ま
た
は
修
繕
時
の
交
換

に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
。

総
務
課
長
　
災
害
等
で
多
く
の

交
換
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

は
、
年
度
途
中
で
の
補
正
が

お
こ
な
え
る
よ
う
検
討
す

る
。

小
田
　
町
内
防
犯
灯
数
を
把
握

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
今
年
度
11
月
の
要

望
の
折
に
、
年
次
計
画
や
補

助
上
限
額
な
ど
の
意
向
調
査

を
含
め
調
査
し
た
い
。

町補助事業補助金交付手続きの
簡素化を

要綱を見直し負担軽減をはかる

　帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
助
成
を

堀
池
　
定
期
接
種
に
は
、Ａ
と

Ｂ
が
あ
る
が
、違
い
は
何
か
。

町
長
　
予
防
接
種
法
に
基
づ

き
、Ａ
類
疾
病
は
、
発
症
す

る
と
重
症
化
し
や
す
い
の

で
、
集
団
予
防
に
重
点
を
置

き
、
接
種
を
受
け
る
努
力
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
Ｂ
類
疾
病
は
、
個
人
の
重

症
化
の
予
防
に
重
点
を
置

き
、
本
人
が
接
種
を
希
望
す

る
場
合
に
実
施
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。

　堀
池
　
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ

ン
に
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
と
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
の
２
種
類
が

あ
る
が
、そ
の
違
い
は
何
か
。

町
長
　
生
ワ
ク
チ
ン
は
、
病
原

性
を
弱
め
た
病
原
体
か
ら
で

き
て
お
り
、
接
種
す
る
と
そ

の
病
気
に
か
か
っ
た
場
合
と

ほ
ぼ
同
じ
免
疫
力
が
つ
く
こ

と
が
期
待
で
き
、
１
回
の
接

種
で
効
果
が
あ
る
。

換
え
の
た
め
の
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ト
の
設
置
も
お
こ
な
っ
て
い

る
。
令
和
４
年
度
に
遊
具
の

改
修
を
お
こ
な
っ
た
こ
と

で
、
現
在
多
く
の
町
民
が
城

山
公
園
を
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
男
子
ト
イ
レ
は
当
時
の

ま
ま
で
あ
る

　
　
老
朽
化
し
た
ト
イ
レ
の
改

修
・
改
築
の
計
画
を
進
め
る

必
要
性
は
高
い
と
考
え
て
お

り
、
今
年
度
の
事
務
事
業
評

価
を
受
け
、
前
向
き
に
検
討

す
る
。

　
城
山
公
園
の
ト
イ
レ
の
建
物

は
古
く
、
女
子
ト
イ
レ
は
洋
式

化
さ
れ
て
い
る
が
、
男
子
用
は

旧
式
の
ま
ま
で
使
用
し
に
く
い
。

　
慰
霊
の
塔
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

や
散
歩
コ
ー
ス
、
新
し
く
な
っ

た
遊
具
も
あ
り
、
児
童
の
遊
び

場
と
し
て
多
く
の
町
民
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。

堀
池
　
城
山
公
園
の
ト
イ
レ
は

何
年
に
建
設
さ
れ
、
耐
震
化

と
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
建
設
か
ら
60
年
が
経
過

し
て
い
る
。
昭
和
57
年
以
前

の
建
物
で
あ
り
、
新
耐
震
基

準
の
建
物
で
は
な
い
が
、
簡

易
耐
火
平
屋
建
て
ブ
ロ
ッ
ク

造
り
の
壁
構
造
で
開
口
部
も

少
な
く
、
一
般
的
な
構
造
物

に
比
べ
強
固
な
建
物
に
な
っ

て
い
る
。

堀
池
　
ト
イ
レ
改
築
の
考
え
は

な
い
か
。

町
長
　
女
子
ト
イ
レ
は
平
成
24

年
度
に
改
修
を
お
こ
な
い
、

和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋
式
ト
イ

レ
へ
と
変
更
し
た
。
お
む
つ

　
　
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、
感

染
力
を
無
く
し
た
病
原
体
等

か
ら
で
き
て
い
て
、
複
数
回

の
接
種
が
必
要
で
あ
る
。

堀
池
　
厚
労
省
専
門
委
員
会
で

の
定
期
接
種
化
検
討
会
の
進

捗
を
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長
　
厚
労
省
専
門
委
員
会
で

は
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・

安
全
性
に
係
る
知
見
及
び
費

用
対
効
果
評
価
の
結
果
を
踏

ま
え
、
定
期
接
種
と
す
る
方

向
性
で
議
論
を
整
理
し
、
さ

ら
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

堀
池
　
定
期
接
種
化
前
で
も
、

接
種
費
用
の
助
成
は
検
討
で

き
な
い
か
。

町
長
　
接
種
費
用
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
国
に
お
い
て
も
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
定
期
接

種
に
用
い
る
ワ
ク
チ
ン
と
す

る
方
向
で
丁
寧
に
議
論
が
進

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
町
と

し
て
は
、
当
面
国
の
議
論
の

進
展
を
見
守
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

城山公園のトイレ改築を

前向きに検討を進めていきたい
小田 成実 議員堀池　浩　議員

町長町長
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は
、
補
助
要
望
に
予
算
が
付

い
た
こ
と
を
通
知
す
る
書
面

が
自
治
会
長
に
届
き
次
第
、

業
者
へ
発
注
可
能
と
し
、
工

事
完
了
後
は
、
補
助
金
交
付

申
請
書
や
、
請
求
書
、
見
積

書
、
工
事
着
工
前
後
の
現
場

写
真
、
領
収
書
の
写
し
を
一

度
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
自
治
会
口
座
に
振
り

込
み
と
す
る
。

小
田
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
電
子
申
請

は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
今
年
度
、
調
査
し

今
後
電
子
決
済
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
防
犯
灯
に
つ
い

て
は
今
後
、
電
子
申
請
の
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

小
田
　
工
事
代
金
を
町
か
ら
直

接
工
事
業
者
へ
支
払
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

町
長
　
防
犯
灯
の
工
事
は
、
自

治
会
と
事
業
者
の
契
約
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
事
業
者

は
町
に
対
す
る
債
権
を
有
し

て
い
な
い
。
町
に
対
す
る
債

小
田
　
こ
の
様
に
、
手
続
き
が

煩
雑
で
、
自
治
会
長
の
負
担

が
大
き
い
。
紙
面
に
よ
る
や

り
取
り
を
簡
素
化
で
き
な
い

か
。

町
長
　
川
棚
町
補
助
金
等
規
則

第
21
条
の
規
定
に
よ
り
、
交

付
決
定
通
知
書
や
実
績
報
告

書
を
省
略
で
き
る
事
業
も
あ

る
が
、
川
棚
町
防
犯
灯
設
置

事
業
補
助
金
は
、
現
在
こ
の

要
件
に
該
当
し
な
い
。
　

　
　
し
か
し
自
治
会
長
の
負
担

の
軽
減
は
、
は
か
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
一
方
、
補
助
金

等
は
町
民
の
皆
様
か
ら
お
預

か
り
し
た
税
金
が
財
源
と
し

て
含
ま
れ
て
お
り
、
公
金
の

適
切
な
支
出
の
観
点
か
ら
、

そ
の
目
的
や
使
途
が
適
正
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
書
類

も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
補
助
金
等
交
付
規
則
第

21
条
が
適
用
で
き
る
よ
う
要

綱
を
見
直
す
。

小
田
　
ど
の
よ
う
に
簡
素
化
す

る
の
か
。

総
務
課
長
　
防
犯
灯
に
つ
い
て

町
補
助
事
業
補
助
金

　
　
交
付
手
続
き
の
流
れ

 

《
防
犯
灯
設
置
の
場
合
》

　
　
　
　
前
年
11
月
ま
で
に

① 

設
置
補
助
要
望
書
提
出

　
　
← 

認
定
を
受
け
る

② 

防
犯
灯
設
置
事
業
補
助
金

　
　
　
　 

交
付
申
請
書
提
出

　
　
　 ※

添
付
資
料

　
　
　 

◎
設
置
位
置
図

　
　
← 

◎
見
積
書

③ 

防
犯
灯
設
置
事
業
補
助
金

　
　
←
　 

交
付
決
定
通
知
書

④ 

設
置
工
事

　
　
←

⑤ 

請
求
書

　
　
　 

◎
自
治
会
が
業
者
に

　
　
←
　 

　
一
旦
支
払
う

⑥ 

防
犯
灯
設
置
事
業
補
助
金

　
　
　
　 

実
績
報
告
書
提
出

　
　
　 ※

添
付
資
料

　
　
　 

◎
着
工
前
後
完
了
写
真

　
　
← 

◎
領
収
書
の
写
し

⑦ 

防
犯
灯
設
置
事
業
補
助
金

　
　
　
　 

交
付
決
定
通
知
書

　
　
←

⑧ 

防
犯
灯
設
置
事
業
補
助
金

　
　
　
　 

交
付
請
求
書
提
出

　
　
←

⑨ 

事
業
補
助
金
が
自
治
会

　 

　
口
座
へ
振
り
込
ま
れ
る

権
者
は
、
自
治
会
で
あ
り
、

債
権
者
以
外
へ
の
支
払
い
は

で
き
な
い
。

小
田
　
年
次
計
画
を
立
て
、
町

内
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
自
治
会
に
は
防
犯
灯
が

多
く
あ
り
、
年
次
計
画
で
お

こ
な
う
と
、
短
期
間
に
多
額

の
財
政
負
担
を
伴
う
こ
と
に

な
る
の
で
、
防
犯
灯
の
新
設

時
、
ま
た
は
修
繕
時
の
交
換

に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
。

総
務
課
長
　
災
害
等
で
多
く
の

交
換
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

は
、
年
度
途
中
で
の
補
正
が

お
こ
な
え
る
よ
う
検
討
す

る
。

小
田
　
町
内
防
犯
灯
数
を
把
握

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
今
年
度
11
月
の
要

望
の
折
に
、
年
次
計
画
や
補

助
上
限
額
な
ど
の
意
向
調
査

を
含
め
調
査
し
た
い
。

町補助事業補助金交付手続きの
簡素化を

要綱を見直し負担軽減をはかる

　帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
助
成
を

堀
池
　
定
期
接
種
に
は
、Ａ
と

Ｂ
が
あ
る
が
、違
い
は
何
か
。

町
長
　
予
防
接
種
法
に
基
づ

き
、Ａ
類
疾
病
は
、
発
症
す

る
と
重
症
化
し
や
す
い
の

で
、
集
団
予
防
に
重
点
を
置

き
、
接
種
を
受
け
る
努
力
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
Ｂ
類
疾
病
は
、
個
人
の
重

症
化
の
予
防
に
重
点
を
置

き
、
本
人
が
接
種
を
希
望
す

る
場
合
に
実
施
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。

　堀
池
　
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ

ン
に
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
と
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
の
２
種
類
が

あ
る
が
、そ
の
違
い
は
何
か
。

町
長
　
生
ワ
ク
チ
ン
は
、
病
原

性
を
弱
め
た
病
原
体
か
ら
で

き
て
お
り
、
接
種
す
る
と
そ

の
病
気
に
か
か
っ
た
場
合
と

ほ
ぼ
同
じ
免
疫
力
が
つ
く
こ

と
が
期
待
で
き
、
１
回
の
接

種
で
効
果
が
あ
る
。

換
え
の
た
め
の
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ト
の
設
置
も
お
こ
な
っ
て
い

る
。
令
和
４
年
度
に
遊
具
の

改
修
を
お
こ
な
っ
た
こ
と

で
、
現
在
多
く
の
町
民
が
城

山
公
園
を
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
男
子
ト
イ
レ
は
当
時
の

ま
ま
で
あ
る

　
　
老
朽
化
し
た
ト
イ
レ
の
改

修
・
改
築
の
計
画
を
進
め
る

必
要
性
は
高
い
と
考
え
て
お

り
、
今
年
度
の
事
務
事
業
評

価
を
受
け
、
前
向
き
に
検
討

す
る
。

　
城
山
公
園
の
ト
イ
レ
の
建
物

は
古
く
、
女
子
ト
イ
レ
は
洋
式

化
さ
れ
て
い
る
が
、
男
子
用
は

旧
式
の
ま
ま
で
使
用
し
に
く
い
。

　
慰
霊
の
塔
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

や
散
歩
コ
ー
ス
、
新
し
く
な
っ

た
遊
具
も
あ
り
、
児
童
の
遊
び

場
と
し
て
多
く
の
町
民
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。

堀
池
　
城
山
公
園
の
ト
イ
レ
は

何
年
に
建
設
さ
れ
、
耐
震
化

と
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
建
設
か
ら
60
年
が
経
過

し
て
い
る
。
昭
和
57
年
以
前

の
建
物
で
あ
り
、
新
耐
震
基

準
の
建
物
で
は
な
い
が
、
簡

易
耐
火
平
屋
建
て
ブ
ロ
ッ
ク

造
り
の
壁
構
造
で
開
口
部
も

少
な
く
、
一
般
的
な
構
造
物

に
比
べ
強
固
な
建
物
に
な
っ

て
い
る
。

堀
池
　
ト
イ
レ
改
築
の
考
え
は

な
い
か
。

町
長
　
女
子
ト
イ
レ
は
平
成
24

年
度
に
改
修
を
お
こ
な
い
、

和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋
式
ト
イ

レ
へ
と
変
更
し
た
。
お
む
つ

　
　
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、
感

染
力
を
無
く
し
た
病
原
体
等

か
ら
で
き
て
い
て
、
複
数
回

の
接
種
が
必
要
で
あ
る
。

堀
池
　
厚
労
省
専
門
委
員
会
で

の
定
期
接
種
化
検
討
会
の
進

捗
を
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長
　
厚
労
省
専
門
委
員
会
で

は
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・

安
全
性
に
係
る
知
見
及
び
費

用
対
効
果
評
価
の
結
果
を
踏

ま
え
、
定
期
接
種
と
す
る
方

向
性
で
議
論
を
整
理
し
、
さ

ら
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

堀
池
　
定
期
接
種
化
前
で
も
、

接
種
費
用
の
助
成
は
検
討
で

き
な
い
か
。

町
長
　
接
種
費
用
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
国
に
お
い
て
も
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
定
期
接

種
に
用
い
る
ワ
ク
チ
ン
と
す

る
方
向
で
丁
寧
に
議
論
が
進

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
町
と

し
て
は
、
当
面
国
の
議
論
の

進
展
を
見
守
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

城山公園のトイレ改築を
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た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
に
よ
り
地
域

振
興
策
に
対
す
る
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
い
た
だ

い
て
、
石
木
ダ
ム
事
業
へ
の

理
解
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

お
り
ま
す
。」
と
言
わ
れ
て

お
り
、
協
議
が
進
め
ら
れ
る

も
の
と
思
う
。

田
口
　
供
託
金
の
消
滅
時
効
は
。

町
長
　
紛
争
が
解
決
し
た
時
点

か
ら
消
滅
時
効
が
進
行
す
る

と
判
断
し
て
い
る
。

　
　
消
滅
時
効
の
起
算
点
は
始

ま
っ
て
い
な
い
も
の
と
考
え

る
。

田
口
　
現
在
の
状
況
を
紛
争
が

終
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

は
、
法
律
的
に
は
お
か
し
い

の
で
は
な
い
か
。

町
長
　
法
的
解
釈
に
つ
い
て
は

私
個
人
が
判
断
す
る
も
の
で

は
な
い
と
思
い
、
答
弁
は
差

し
控
え
る
。

田
口
　
事
業
計
画
変
更
の
説
明

い
る
。

　
　
町
は
協
力
し
て
い
る
と
い

う
立
場
で
あ
り
、
事
業
者
に

対
し
、「
知
事
を
動
か
す
効

果
的
な
方
策
を
考
え
る
」
の

で
は
な
く
、
話
し
合
い
に
よ

る
解
決
を
願
っ
て
い
る
。

田
口
　
ダ
ム
を
受
け
入
れ
た
責

任
は
、
す
べ
て
町
長
が
持
つ

と
い
う
考
え
は
。

町
長
　
地
球
規
模
の
環
境
の
変

化
に
よ
り
、
毎
年
の
よ
う
に

人
命
や
財
産
が
奪
わ
れ
て
い

る
。

　
　
町
長
と
し
て
住
民
の
安

心
・
安
全
を
守
る
義
務
が
あ

り
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
。

田
口
　
地
域
振
興
策
を
早
く
公

表
し
、
町
民
に
具
体
的
な
ダ

ム
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も

ら
う
べ
き
で
は
。
　

　
　

町
長
　
大
石
知
事
は
「
現
在
、

水
源
地
域
の
整
備
計
画
の
策

定
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
素
案
に
つ
い
て
は
で
き
る

だ
け
早
く
公
表
で
き
る
よ
う

に
努
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
本
年
８
月
２
日
に
、
県
の
公

共
事
業
評
価
監
視
委
員
会
に
お

い
て
、
石
木
ダ
ム
事
業
は
事
業

継
続
と
事
業
費
を
増
額
お
よ
び

完
成
時
期
を
令
和
14
年
度
と
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。県
は
、

こ
の
期
間
に
必
ず
完
成
さ
せ
る

強
い
意
志
で
臨
む
で
あ
ろ
う
。

　
町
と
し
て
も
、
こ
の
期
間
に

是
非
と
も
完
成
す
る
よ
う
、
最

大
限
の
力
を
尽
く
す
と
い
う
強

い
決
意
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い

か
。

田
口
　
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
地

元
の
町
長
と
し
て
、
こ
の
期

間
に
完
成
と
な
る
よ
う
最
大

限
の
力
を
尽
く
す
と
い
う
強

い
決
意
は
あ
る
か
。

町
長
　「
石
木
ダ
ム
建
設
の
早

期
解
決
」
を
知
事
へ
要
望
し

て
い
る
。

　
　
今
後
も
引
き
続
き
努
力
し

て
い
く
。

田
口
　
知
事
を
動
か
す
効
果
的

な
方
策
は
。

町
長
　
石
木
ダ
ム
建
設
は
、
県

が
事
業
主
体
と
な
り
進
め
て

会
を
、
町
主
催
で
行
う
考
え

は
。

町
長
　
事
業
主
は
県
で
あ
る
の

で
、
ご
意
見
は
伝
え
る
。

　
　
説
明
会
の
開
催
が
可
能
で

あ
れ
ば
、
出
席
依
頼
を
知
事

に
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
ま
ず
は
事
務
レ
ベ
ル
で
検

討
し
た
い
。

田
口
　
周
辺
整
備
事
業
は
ダ
ム

の
完
成
年
度
と
同
じ
は
ず
。

　
　
で
き
る
事
業
か
ら
、
順
次

取
り
掛
か
っ
て
い
く
と
い
う

考
え
は
。

町
長
　
素
案
が
で
き
次
第
、県
・

市
・
町
と
連
携
し
な
が
ら
協

議
し
た
い
。

石木ダムの早期解決を

県・市・町が一体となって
　　　　　　　　取り組んでいく

保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い
て

　
各
市
町
で
保
育
料
の
軽
減
策

が
図
ら
れ
て
い
る
な
か
、
子
育

て
世
代
か
ら
の
強
い
要
望
が
あ

る
保
育
料
の
無
償
化
は
で
き
な

い
か
。

辻
　
町
長
は
近
隣
市
町
に
負
け

な
い
子
育
て
支
援
を
お
こ
な

う
と
公
約
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
１
歳
児
か
ら
２
歳
児

の
保
育
料
の
無
償
化
は
。

町
長
　
１
歳
児
及
び
２
歳
児
の

保
育
料
も
、
財
政
事
情
を
考

慮
し
な
が
ら
、
無
償
化
に
向

け
段
階
的
に
進
め
る
。

地
域
防
災
に
つ
い
て

　
本
町
に
は
た
め
池
が
55
ヶ
所

あ
り
、
防
災
指
定
は
11
ヶ
所
、

残
り
44
ヶ
所
の
た
め
池
は
地
域

で
管
理
さ
れ
、
農
業
用
た
め
池

は
防
災
上
も
重
要
な
役
割
を

持
っ
て
い
る
が
、
整
備
す
る
考

え
は
な
い
か
。

町
長
　
整
備
計
画
事
業
の
負
担

割
合
に
つ
い
て
は
、
県
、
市
、

町
が
協
議
し
、
協
定
書
が
締

結
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い

る
。

辻
　
ダ
ム
事
業
費
が
１
・
５
倍

の
４
２
０
億
円
に
増
額
、
完

成
時
期
も
７
年
延
長
さ
れ

た
。
住
民
と
の
話
し
合
い
も

途
絶
え
た
ま
ま
で
あ
る
が
、

町
長
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　

町
長
　
川
原
地
区
に
お
住
い
の

13
世
帯
の
皆
様
と
知
事
と
の

話
し
合
い
に
よ
り
、
解
決
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
町
民
は
石
木
ダ
ム
建
設
の
行

方
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
見
守
っ

て
い
る
。

　
６
月
議
会
の
一
般
質
問
で
、

石
木
ダ
ム
建
設
の
現
地
で
１
３

０
ヶ
所
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る

地
質
調
査
に
対
し
、
町
長
の
答

弁
は
、「
数
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て

お
ら
ず
、
調
査
結
果
を
開
示
す

る
考
え
は
な
い
」
と
答
え
ら
れ

て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻
　
県
に
対
し
地
質
調
査
の
結

果
や
問
題
点
を
尋
ね
る
こ
と

で
知
識
を
共
有
で
き
、
町
民

も
町
長
自
身
も
安
心
で
き
る

の
で
は
。

町
長
　
現
在
の
と
こ
ろ
県
か
ら

報
告
は
な
く
、「
そ
の
よ
う

な
問
題
は
な
い
」
と
判
断
し

て
い
る
。

辻
　
昭
和
54
年
６
月
に
元
知
事

が
住
民
に
地
域
振
興
策
に
つ

い
て
、
川
棚
町
に
負
担
を
求

め
な
い
と
話
さ
れ
て
い
る

が
、
現
知
事
に
対
し
て
も
確

約
を
と
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

辻
　
た
め
池
の
維
持
管
理
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

町
長   
令
和
元
年
に
施
行
さ
れ

た
法
律
に
よ
り
農
業
用
た
め

池
の
所
有
者
は
届
出
が
義
務

化
さ
れ
た
。
適
正
管
理
に
努

め
る
よ
う
規
定
が
あ
り
、
所

有
者
が
日
常
的
な
管
理
を
お

こ
な
う
。

辻
　
管
理
者
が
高
齢
で
後
継
者

が
い
な
い
、
た
め
池
の
補
修

や
管
理
の
対
策
は
。

町
長
　
防
災
重
点
た
め
池
に
指

定
し
て
い
る
11
ヶ
所
の
農
業

用
た
め
池
を
含
め
、
今
後
の

管
理
も
所
有
者
に
て
実
施
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

石木ダムについて

知事との話し合いにより
　　　　　  解決することを願う

田口 一信 議員辻　清人 議員

町長町長

長崎県が発行したパンフレット
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た
い
と
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す
け
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ー
ジ
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田
口
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。
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滅
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。

　
　
消
滅
時
効
の
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算
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は
始

ま
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の
と
考
え

る
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田
口
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の

は
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。
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す
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田
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。
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い
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あ
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考
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。
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。
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よ
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。
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田
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。
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。
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。
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な
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が
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体
と
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進
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会
を
、
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主
催
で
行
う
考
え

は
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町
長
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業
主
は
県
で
あ
る
の

で
、
ご
意
見
は
伝
え
る
。

　
　
説
明
会
の
開
催
が
可
能
で

あ
れ
ば
、
出
席
依
頼
を
知
事

に
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
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ま
ず
は
事
務
レ
ベ
ル
で
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い
。

田
口
　
周
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整
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事
業
は
ダ
ム

の
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成
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と
同
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ず
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で
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る
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ら
、
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取
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と
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う
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え
は
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市
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連
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軽
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。
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近
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市
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に
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な
い
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て
支
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お
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な
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と
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に
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げ
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て
い

る
が
、
１
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児
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ら
２
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児

の
保
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の
無
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は
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児
及
び
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児
の
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を
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ら
、
無
償
化
に
向

け
段
階
的
に
進
め
る
。

地
域
防
災
に
つ
い
て

　
本
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に
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が
55
ヶ
所

あ
り
、
防
災
指
定
は
11
ヶ
所
、

残
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44
ヶ
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の
た
め
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は
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で
管
理
さ
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用
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上
も
重
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な
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が
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７
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ま
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は
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と
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と
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に
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、
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持
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一
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現
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３
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の
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に
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、
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の
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弁
は
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が
多
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と
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う
こ

と
で
問
題
が
あ
る
と
は
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え
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お
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ず
、
調
査
結
果
を
開
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す
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考
え
は
な
い
」
と
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え
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が
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し
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。
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担
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が
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に
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も
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な
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か
。
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た
め
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の
維
持
管
理
は
ど
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よ
う
に
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る
の
か
。
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令
和
元
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に
施
行
さ
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た
法
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に
よ
り
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用
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の
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有
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は
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が
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適
正
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に
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る
よ
う
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定
が
あ
り
、
所

有
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が
日
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的
な
管
理
を
お

こ
な
う
。
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管
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で
後
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が
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、
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や
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議
会
だ
よ
り

　
　
　編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

　小
田

　成
実

副
委
員
長

　山
中
美
由
紀

　
　
　
　
　増
山

　真
理

　
　
　
　
　坂
中

　信
浩

　
　
　
　
　辻

　
　清
人

　
　
　
　
　小
牟
田
一
紀
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６月定例会の
お知らせ

６月定例会の
お知らせ

６月中旬に日曜議会
一般質問を開催予定

皆様の傍聴を
お待ちしています。

〈6月16日（日）〉
午前10時～

９月定例会
　　のお知らせ
９月定例会

　　のお知らせ

　９月中旬に開催予

定です。

　皆様の傍聴をお待

ちしています。

議 員 研 修議 員 研 修

川棚町議会の議員定数と報酬等に関する
　　　　　　　　　住民アンケート調査ご協力のお願い

　町民の皆さまにおかれましては、平素より川棚町議会の活動に、ご理解ご協力いただき厚く
お礼申しあげます。
　川棚町議会では、開かれた議会と活性化を目指して、議会基本条例の制定など様々な課題に
取り組んできました。現在「議員定数・報酬のあり方」について、議会運営委員会で協議して
います。
　そこで今回、川棚町の議会運営をより良くするため、皆さまからの貴重なご意見を頂戴した
く、町公式 L I N E でのアンケートを実施することになりました。

　　　
アンケート実施期間：８月５日（月）～ ８月２５日（月）

　つきましては、ご多用のこととは存じますが本アンケートの趣旨をご理解いただき、回答に
ご協力くださいますようお願いいたします。なお、頂戴いたしましたアンケートの結果につき
ましては「議会だより」や「町ホームページ」等にて公表させていただく予定です。

町からの情報を LINE で
受け取る方は、こちらから
友だち追加してください。

川棚町議会　　　議　長　村井　達己
議会運営委員会　委員長　毛利　喜信

（県町村議会議長会主催）（県町村議会議長会主催）

研 修 日

研修場所

研修内容令和６年４月22日（月）
長 崎 県 市 町 村 会 館 ●「市長経験者が明かす、行政

を動かす質問の極意」と題し、
まちづくりコーディネートセ
ンター代表　平井竜一氏の講
演を受けました。

●「地方議会におけるハラスメ
ントの実態と防止策」と題し、
官民共創未来コンソーシアム
代表理事　小田理恵子氏の講
演を受けました。

熱のこもったアドバイスを受けました

12月定例会のお知らせ12月定例会のお知らせ

予定は地区掲示板に掲示します。
皆さまの傍聴をお待ちしています。

１２月５日から開催予定です。

「議会だより」の編集作業は３日間
6 人 で 編 集 していますしています

事務局職員のアドバイスは心強い！

担当ページは
議事録を基にまとめる

　文言のまちがいはないか・・
　この紙面構成でいいか・・

入稿原稿を
大型モニターで確認！
　全員で確認しながら
　訂正をおこなう

　
深
ま
る
秋
、
そ
し
て
冬
へ
と
季
節

は
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
平
穏
な

日
々
で
あ
る
よ
う
に
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
能
登
地
方
の
地
震
、
豪
雨
災
害
で

被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
の
一
日
も

早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
も
読
者
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
や
ご
感
想
を
参
考
に
し
て
、

編
集
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
生
懸
命
議
会
の
こ
と
を
「
伝
え

よ
う
」
と
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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「みんなの議会カフェ」のご案内「みんなの議会カフェ」のご案内

第１回テーマ「川棚町を元気な町にするには」

開催日時：令和６年１１月２７日（水）１９：００～２０：３０
場　　所：中央公民館　２階講堂

　議会と町民のみなさんとの意見交換会として、初めての試みで「みんなの議会カ
フェ」を開催します。お茶やコーヒーを飲みなが
らゆっくりと町のことについて語りましょう。
　テーマに沿って「もっとこうしたら川棚が元気
になるっちゃないとね」というようなアイデアを
出し合って、町の活性化へ向けてみんなで一緒に
話し合いましょう！
　多くのみなさまのご参加をお待ちしております。

議場見学会（議場開放）議場見学会（議場開放）

中央公民館玄関で受付
　議員が議場へ案内しますので、
　　　　お気軽にお声がけ下さい。

開催日時：１１月１０日（日）
　　　　　午前10時～午後２時


